
－1－

スポーツトレーニング科学17：１－７，2016

＜研究資料＞

幼児から中学生までの形態，下肢筋厚および走・跳躍能力の発育発達
―鹿屋体育大学スポーツトレーニング教育研究センターの調査―

高井洋平1)，福永裕子2)，吉本隆哉2)，原村未来2)，
中谷深友紀2)，藤田英二1)，山本正嘉1)

1)鹿屋体育大学スポーツ生命科学系
2)鹿屋体育大学スポーツトレーニング教育研究センター

Ⅰ.研究の背景
　発育期の子供では，身長および体重は経年的に大

きくなり，思春期を境に急激に発育する。それらの

変化は，身体組成および運動能力の変化と強く関連

する。また，発育期の形態および身体組成は，成

人したときの心臓血管疾患，糖尿病，がんなどの

多くの慢性疾患のリスク要因を予測する因子とな

る（Guo et al., 1997; Dietz, 1998; Katzmarzyk et al., 

2001; Goran et al., 2003; Janssen et al., 2005）。その

ため，各年代における発育期の子供の形態，身体組

成および運動能力の平均値を示すことは重要であ

る。

　本センターでは，幼児から中学校までの子ども

を対象に，形態，身体組成および運動能力におけ

る年齢および成熟度の影響に関する研究（吉本ら，

2012; Fukunaga et al., 2013），身体組成と運動能

力との関係に関する研究（Yoshimoto et al., 2014; 

Fukunaga et al., 2015; 吉本ら，2015），および自体

重負荷運動トレーニングが身体組成および運動能

力に与える効果に関する研究（Takai et al., 2013; 

Yoshimoto et al., in press）について明らかにして

きた。それらの調査を通じて，発育期の子どもの形

態，身体組成および運動能力のデータが蓄積されて

きた。そこで，本研究では，性別に各年齢の平均値

および標準偏差を示し，年齢および性との関連から

幼児から中学生までの形態，身体組成および運動能

力の特徴を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ.方法

⑴　調査の内容

　本研究で示すデータは，2010年から2014年に行わ

れたものである。被検者は，3歳から15歳までの男

女であった。年齢，身長および体重の被検者数は，

男子で1422名，女子で1316名であった。表１に示す
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表1　各測定項目における被検者数
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測定項目をそれぞれの対象校で測定した。測定項目

間の被検者数の違いは，測定時の研究の目的および

測定時間の制約等によって生じたものである。実験

に先立ち，研究の目的および測定内容について，書

面および口頭で各学校の責任者，被検者とその保護

者に対して説明をし，書面による同意を得た。

　

⑵　測定方法

　本研究で用いた測定方法は，これまでに我々

が発表した先行研究に詳細を示している（吉本

ら，2012; Fukunaga et al., 2013; Takai et al., 2013; 

Yoshimoto et al., 2014; Fukunaga et al., 2015;吉本

ら，2015; Yoshimoto et al., in press）。

⑶　分析方法

　これまでの調査を通じて，暦年齢，身長，体重，

body mass index（BMI），大腿前部の筋厚，30m走

タイム，垂直跳びの被検者数が多かったことから，

本研究ではそれらの性別年齢別の平均値および標準

偏差を示すこととした。年齢区分は，3歳から15歳

までを１年ごとに群分けをした。ただし，15歳以上

の子供が，男子で8名，女子で１名含まれていたた

め，それらのデータは14歳代の群に含めて分析を

行った。

⑷　統計処理

　すべての値は，平均値および標準偏差で示す。独

立変数は，暦年齢，身長，体重，BMI，大腿前部の

筋厚，30m走タイム，垂直跳びの跳躍高であった。

対応のない2元配置分散分析を用いて，主効果およ

び交互作用の有意性を確認した。有意な交互作用が

認められた場合には，要因ごとに単純主効果の検定

を行った。有意確率は，5%未満とした。すべての

統計処理は，統計処理ソフト（SPSS 22，IBM）を用
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表2　年齢別被検者数(上：男子，下：女子)

(表2の続き)
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いて行った。

Ⅲ.結果
　表2および表3に男女別年齢別の暦年齢，身長，

体重，BMI，大腿前部の筋厚および走・跳躍能力

における平均値および標準偏差を示した。暦年齢，

BMIでは，いずれの年齢群においても有意な性差は

認められなかった。身長および体重では，8歳代，

13歳代および14歳代で有意な性差が認められた。大

腿前部の筋厚では，７歳代，10歳代，12歳代で有意

な性差が認められた。いずれも女子のほうが男子よ

りも大腿前部の筋厚が厚かった。30m走タイムでは，

4歳代，5歳代，７歳代，9歳代，12歳以降で性差

が認められた。垂直跳びの跳躍高では，9歳代，12

歳以降で性差が認められた。走および跳躍能力とも

に，男子のほうが女子よりも良い成績であった。

　図１と図2に，性別に独立変数の経年変化を図示

している。身長では，女子の13歳代と14歳代の比較

を除いて，すべての組み合わせで有意な年齢差が認

められた。体重では，男女ともに3歳から5歳代で

いずれの組み合わせにも有意な差は認められなかっ

た。男子では5歳代と6歳代，6歳代と７歳代，8

歳代と9歳代，11歳代と12歳代，女子では4，5歳

代と6歳代，6歳代と７歳代，７歳代と8歳代，12

歳代と13歳代，13歳代と14歳代で年齢群間に有意な

差は認められなかった。BMIでは，9歳以降の各年

齢群と8歳以前のそれらとの間に有意な差が認めら

れた（3歳代と9歳代，8歳代と9歳代を除く）。

3歳から8歳までは有意な年齢差は認められなかっ

た。11歳代と12，13歳代，13歳代と14歳代との間に

年齢差は認められなかった。

　男子の大腿前部の筋厚では，3歳から5歳代では

いずれの組み合わせにも有意な年齢差は認められな

かった。4から７歳代ではいずれの組み合わせにも

有意な差は認められなかった。8歳代と9歳代，9

 3  表3　男子における形態、身体組成および運動能力の平均値および標準偏差

(表3の続き)
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図1　身長、体重およびBMIにおける経年変化

×：個人値　○：各年齢群の平均値
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図2　大腿前部の筋厚、30m走タイムおよび垂直跳び高における経年変化

×：個人値　○：各年齢群の平均値
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歳代と10歳代，11歳代と12歳代を除いていずれの年

齢群間に有意な差が認められた。女子の大腿前部の

筋厚では，3歳から6歳代，6歳から8歳代ではい

ずれの組み合わせにも有意な差は認められなかっ

た。8歳代と9歳代，10歳以降では１つの年齢が上

の群との間に有意な差は認められなかった。男子の

30m走タイムでは，5歳代と6歳代，７歳代と8歳

代，8歳代と9－11歳代，10歳代と11歳代，11歳代

と12－13歳代，12歳代と13歳代を除いて有意な年齢

差が認められなかった。6歳代と７歳代，8歳代と

9－11歳代，10歳代と11歳代の間，および11歳以降

でいずれの組み合わせにも有意な差が認められな

かった。男子の垂直跳びの跳躍高では，3歳から5

歳代，6歳から8歳代ではいずれの組み合わせにも

有意差は認められなかった。8歳代と9歳代，9歳

代と10歳代，10歳代と11歳代では年齢差は認められ

なかった。女子の垂直跳び高では，3から5歳代の

間ではいずれの組み合わせにも有意差は認められな

かった。6歳代と７歳代，７歳代と8歳代，8～

10歳代のいずれの組み合わせ，10歳代と11歳代，11

歳以降のいずれの組み合わせにおいて有意な年齢差

は認められなかった。いずれも隣り合う年齢群間に

有意な差が認められなかった組み合わせがあるが，

これまでの先行研究で示されている経年変化と類似

した傾向が認められている。

Ⅳ.まとめ
　本研究では，2010年から2014年に鹿屋体育大学ス

ポーツトレーニング教育研究センターで調査した幼

児から中学生までの形態，大腿前部の筋厚および走・

跳躍能力の性別年齢別の平均値および標準偏差を示

した。この結果は，子どもの発育発達を行う上で，

基礎的な資料となると考えられる。

 4  表 4　女子の形態、身体組成および運動能力の平均値および標準偏差

(表４の続き)
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